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市
内
で
活
躍
し
て
い
る
若
手
農
業
者
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
大
森
地
区
に
て
弱
冠
23
歳
で
新
規
就
農
し
て
以
来
、約
２
年
が
経
過
す
る
石
井
朋
英
さ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
時
代
に
、
ど
う
農
業
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
取
材
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
・
目
標
に
つ
い
て

就
農
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て

　

元
々
は
品
種
改
良
の
仕
事
を
考
え
て
勉

強
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
生
の
時
に
自

分
に
は
向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

悩
ん
だ
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

農
業
へ
の
道
は
あ
き
ら
め
切
れ
ず
、
高
校

と
大
学
で
基
礎
を
学
び
、
そ
の
あ
と
、
小

菊
栽
培
の
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

就
職
後
、
実
際
に
自
分
の
手
で
作
る
野

菜
を
販
売
す
る
農
家
へ
の
興
味
が
沸
き
、

退
職
し
て
か
ら
地
元
の
人
た
ち
に
も
勧
め

ら
れ
て
、
平
成
30
年
度
に
給
付
金
を
受
け

て
地
元
に
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
の
野
菜
作
り
の
状
況

　

現
在
、
就
農
し
て
２
年
目
に
な
り
、
50a

の
畑
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク

セ
ニ
ョ
ー
ル
、
カ
リ
フ
ロ
ー
レ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
長
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ネ
ギ
、
落
花

生
と
い
っ
た
10
品
目
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

出
荷
場
所
は
JA
直
売
所
や
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
で
す
。

　

今
後
は
、
品
種
の
選
定
な
ど
を
行
い
栽

培
時
期
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
作
付
け
し

た
り
、
市
場
な
ど
販
路
や
栽
培
面
積
の
拡

大
を
徐
々
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
機
栽
培
に
も
着
手
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
た
め
、
積
極
的
に
関
連
セ
ミ

ナ
ー
へ
参
加
し
た
り
、
実
際
に
行
っ
て
い

る
農
家
さ
ん
の
所
に
訪
問
し
て
、
勉
強
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
様
々
な
課
題
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
農
業
を
担
う
一
員
と
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石井朋英さん

新たな試み“Ｑナッツ畑”にて

　

就
農
一
年
目
は
空
梅
雨
や
大
雨
な
ど
に

よ
っ
て
栽
培
し
て
い
た
野
菜
の
ほ
と
ん
ど

が
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
野
菜
作
り
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
自
分
が
作
っ
た

野
菜
を
販
売
先
で
お
客
様
に
「
お
い
し
い

！
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
は
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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印西市賃借料情報

令和２年度 農作業標準料金表

令和元年度に締結された賃貸借における賃貸借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりとなっております。

１ 水田 ２ 畑

※金額は、算出結果を四捨五入し１００円単位としています。
※水田の賃借料を物納としている場合は、６０ｋｇ当たり１３，７００円に換算しています。

地区 平均額 最高額 最低額 件数
印 西 ¥17,800 ¥24,000 ¥10,000 17
印 旛 ¥18,500 ¥27,000 ¥10,000 28
本 埜 ¥20,700 ¥27,400 ¥13,700 13

地区 平均額 最高額 最低額 件数
印 西 ¥13,400 ¥20,000 ¥10,000  5
印 旛 ¥10,000 ¥20,000   ¥5,000 11
本 埜 ¥16,200 ¥20,000 ¥13,700  3

（千葉県農業会議設定）

作業種目 契約の別 標準賃金（円） 備考
水田作業 １日 9,900 実労働時間８時間
畑作業 １日 8,200 実労働時間８時間

果樹収穫作業 １日 7,700 実労働時間８時間

耕起
トラクター １０アール 6,100

耕運機 １０アール 6,640

代かき
トラクター １０アール 6,400 ドライブハロー使用

耕運機 １０アール 6,800
畔塗り トラクター １メートル 37

植付け
田植え機 １０アール 7,400 稚苗植の額（苗費は含まない）

歩行用田植え機 １０アール 5,920
刈取脱穀 コンバイン １０アール 17,400

刈取 バインダー １０アール 8,440
脱穀 ハーベスター １０アール 6,190

乾燥調整 ６０ｋｇ 2,800 籾摺料金分は640円
育苗 １箱 790 稚苗（硬化苗）の額

※この標準料金は、農作業が円滑に行えるよう目安として設定されています。
※お互いが話し合って納得の上行ってください。
※標準賃金の根拠は、千葉県農業会議「令和2年度地域別農作業標準賃金並びに機械による標準農作業料金」による。

 

農
地
の
適
正
な
維
持
・

 

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

農
地
に
雑
草
等
が
繁
茂
し
て
い
る
場
合
、

周
囲
の
土
地
所
有
者
等
に
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。

　

除
草
・
耕
運
等
を
実
施
し
、

　
　
　
適
正
な
維
持
・
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

砂
ぼ
こ
り
対
策
に
つ
い
て

　

強
風
に
よ
り
農
地
か
ら
砂
ぼ
こ
り
が
飛
散

し
、
風
下
と
な
る
地
域
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な

対
策
で
砂
ぼ
こ
り
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま

す
の
で
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
策
１
】
耕
運
時
期
の
変
更

【
対
策
２
】
緑
肥
作
物
の
播
種

【
対
策
３
】
中
低
木
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
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次
期
農
業
委
員･

農
地
最
適
化
推
進

委
員
を
11
月
か
ら
募
集
し
ま
す

　

現
委
員
の
任
期
が
令
和
３
年
３
月

31
日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
し

い
農
業
委
員
、
農
地
最
適
化
推
進
委

員（
以
下
、推
進
委
員
）の
候
補
者
を

市
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報
に
よ
り
、
11
月
か
ら

の
１
か
月
間
で
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
、
団
体
や
個
人
か
ら

の
推
薦
と
個
人
に
よ
る
応
募
が
あ
り

ま
す
。

　

募
集
人
員
は
農
業
委
員
が
１１
名
、

推
進
委
員
が
15
名
、
合
計
26
名
を
同

時
に
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

推
薦
を
受
け
る
方
又
は
応
募
す
る

方
の
資
格
は
、
農
業
に
関
す
る
識
見

を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
関
す
る
職
務
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
方
で
す
。

　

任
期
は
農
業
委
員
・
推
進
委
員
共

に
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
の
３
年

間
と
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
様
々
な
経
験
を
活
か
し
、

地
域
農
業
、
ひ
い
て
は
印
西
市
農
業

の
発
展
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

女
性
の
方
の
ご
応
募
も
是
非
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

農
地
に
係
る
許
可
申
請
は
お
早
め
に
・
・
・

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
、
売
買
や
貸
し
借

り
を
行
う
場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
を
農
地
以
外
に
用
途
を
変

更
す
る
場
合
（
農
地
転
用
）
は
、
千
葉
県

知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
転
用
を
し
た
場

合
は
、
違
反
転
用
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
を
土
砂
等
で
埋
め
立
て
を

行
う
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

又
は
一
時
転
用
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

申
請
の
際
は
、
必
ず
事
前
に
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
規
模
土
地
改
良

事
業
に
つ
い
て

【
補
助
金
額
】

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　

 

（
上
限
50
万
円
、
共
同
施
工
は
上
限

　
　

 

70
万
円
）
※
予
算
の
上
限
に
達
し

　
　

 

た
時
点
で
終
了
。

【
補
助
対
象
経
費
】

　

用
排
水
路
の
補
修
、
新
規
の
揚
水
施
設

　

設
置
、
暗
渠
の
設
置
、
農
地
区
画
の
整

　

地
な
ど
に
係
る
経
費
。

【
他
】

　

補
助
要
件
あ
り
。
事
業
を
行
う
前
に
必

　

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問 

農
政
課
振
興
係

　
　

（
電
話
３
３ 

― 

４
４
８
８
）

農業委員会への
　  申請締め切り

▶毎月25日（閉庁日の場合は、
　前日の開庁日）
▶事前審査会　毎月上旬
▶総会　毎月中旬

遊
休
農
地
を

　
無
く
し
ま
し
ょ
う
！

◆
遊
休
農
地
と
は

　

耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
も
引
き
続
き
耕
作
の
目
的
に
使
わ

れ
る
見
込
み
の
な
い
農
地
及
び
そ
の
利

用
の
程
度
が
周
辺
地
域
の
農
地
に
比

べ
、
著
し
く
劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
農
地

◆
な
ぜ
問
題
？

　

不
法
投
棄
の
増
加
や
火
災
、
病
害
虫

の
発
生
等
に
よ
り
、
近
隣
農
産
物
へ
の

被
害
や
住
民
へ
の
悪
影
響
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
大
切
な
資
源
で
あ
る
農

地
が
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
減

少
を
食
い
止
め
確
保
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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【  農業者年金の主な特徴  】
•農業に従事されている方は、 誰でも加入できます。
　60歳未満の国民年金第１号被保険者で、 年間60日以上農業に従事していること。 
•保険料は自分で選べ、 いつでも見直しできます。
　月額２万円から６万７千円の間で千円単位で設定できます。
•税制面で大きな優遇措置があります。
　支払った保険料は、 全額が社会保険料控除の対象となります。
•積立方式 （確定拠出型） の年金です。
•終身年金で、 死亡一時金があります。

【 農業者年金の内容やご相談について 】
　　農業委員会事務局 （電話３３－４７０７）
　　ＪＡ 西 印 旛 　（電話４８－２２１０）または
　　農業者年金基金 　（電話０３－３５０２－３１９９）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にお問い合わせください。

農業者年金に加入しませんか
農業者年金に加入して安心で豊かな老後を農業者年金に加入して安心で豊かな老後を

全
国
農
業
新
聞
を

  

購
読
し
ま
し
ょ
う

農
家
の
た
め
の
情
報
誌
で
す
。

　

・
毎
週
金
曜
日
に
発
行
（
週
刊
）

　

・
購
読
料　

月
額
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

（
送
料
・
税
込
）

お
申
込
み
は
、農
業
委
員
会
事
務
局
へ

　
　
　

（
電
話
３
３
― 

４
７
０
７
）

　

月
日
の
経
ち
方
は
早
い
も
の
で
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
田
植
え
し

た
も
の
が
、
約
30
セ
ン
チ
を
超
え
る

程
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
号
が
発
行

さ
れ
ま
す
８
月
に
な
る
と
、
９
月
の

上
旬
に
向
け
た
稲
刈
り
の
準
備
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
間
、
畔
の
草
刈
り

や
農
道
の
草
刈
り
が
待
ち
受
け
て
い

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
農
地
の
こ

と
に
関
す
る
相
談
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　

〈
鈴
木　

清
美
委
員
〉

　

編
集
委
員
長　

米
井　

絹
惠

　

編
集
委
員　
　

荒
井　

一
和
喜

　

編
集
委
員　
　

岩
井　
　

誠

　

編
集
委
員　
　

鈴
木　

清
美

　

編
集
委
員　
　

五
十
嵐　

義
弘

　

編
集
委
員　
　

篠
塚　

隆
章

編
集
後
記

熱
中
症
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
‼

　

屋
内
、
屋
外
を
問
わ
ず
農
作
業
を

す
る
際
は
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
マ
ス
ク
着
用
で
の
作
業
は
、

未
着
用
と
比
べ
身
体
に
負
担
が
か
か

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
体
調
の

変
化
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
周

囲
に
も
気
を
配
り
、
熱
中
症
に
よ
る

健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
の
症
状

　
　

•

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
手

　
　
　
足
の
し
び
れ
、
筋
肉
の
こ
む

　
　
　
ら
返
り
、
気
分
が
悪
い

　
　•

頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
倦

　
　
　
怠
感
、
虚
脱
感
、
い
つ
も
と

　
　
　
様
子
が
違
う


